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雅叙園ファイナル！

祝700名!!

2018年1月発行

　筑紫丘高等学校首都圏同窓会の皆様、今回で第3号となりますこの同窓会
会報“首都圏ヒルズ”を通じて2017年の首都圏同窓会の活動を報告申し上げ
ます。まずは去る11月11日に開催されました平成29年度定期総会・懇親会
ですが、参加者総数は実に700名となり、昨年の参加者総数620名を大きく
上回る大変盛大な会となりました。今回の総会・懇親会の当番幹事学年40
回生の1年間に亘る準備・集客活動に傾けた熱意と団結力に深く感謝申し上
げます。また、当日ご参加頂きました生田同窓会会長、早野校長先生そして
森田先輩始め多数の来賓および参加者の皆様に改めて厚く御礼申し上げます。
お陰様で総会参加者数は毎年100人前後のペースで増加してきており、いよ
いよ1000人の目標も夢ではなくなって参りました。従い、いよいよ2018
年の総会にはこれまで7年に亘って大変お世話になりました目黒雅叙園から
さらに大きな会場を予定しております。そのような中、今後会場費などの総
会関連費用の増加が予想される事より、この増加費用の補助として今回総会・

懇親会の場で皆様より寄付金を募りました。皆様のご厚意、ご支援の結果、
寄付金は327,188円となりました事を報告致しますとともに、厚く御礼申し
上げます。 
　首都圏同窓会は2017年も “新大学生を歓迎する会”、“就活を応援する会”、
“学生部会（Tokyo Hills）”、“筑紫丘高校2年生東京研修への協力”を通じて
在学中の後輩達を積極的に応援しています。首都圏同窓会の将来を担う次世
代、次々世代の皆さんにこの同窓会を認知して頂くと同時に、先輩・後輩間
の重層的交流を促進していきます。首都圏同窓会は首都圏在住の筑紫丘高校
卒業生の交流の場です。がおか卒業生ならではの話題で盛り上がり、先輩・
後輩として胸襟を開いて就職や仕事の相談をしたり、仕事や趣味での思わぬ
奇遇があったり、友達の友達という輪が広がったりとお金では買えない宝物
が沢山埋まっている場であります。皆様、是非本首都圏同窓会をお役立て頂
き、積極的にご参加いただければ幸いです。

　平成29年度の首都圏同窓会定期総会・懇親会を昨年11
月11日(土)に目黒雅叙園で開催いたしました。今回は創立
90周年記念の大きな節目の年ということで、実に700名も
の卒業生の皆さまにご参加いただきまして心より御礼を申
し上げます。幹事学年である私たち40回生は、福岡、関西、
そして首都圏と確実に結束力を強めていき、30年のブラン
クを感じることなく総会開催に向け一致団結することがで
きました。一年間に渡り私たちをご指導いただきました先
輩方、そして支えてくださいました後輩の皆さんには感謝
の気持ちでいっぱいでございます。また、今回より開始い
たしました寄付金にも大変なご協力いただきまして誠にあ
りがとうございました。 
　首都圏のサブテーマを～おかえり～とし、’皆さまを笑顔
でお迎えすること’を念頭に企画を進めてきましたが、いつ
の頃からか、そこに’会場を笑顔で埋め尽くしたい’という目
標も加わりました。後日常任幹事会の方にお話を伺った際
に、首都圏総会に長年ご尽力をいただきました前事務局長
の故関岡さんの夢が ’雅叙園の会場を卒業生で埋め尽くし
たい’ だったと伺い、関岡さんの熱い想いが私たちに降り
てきたことを実感し、胸が熱くなりました。関岡さんが天
国から私たちを見守って下さっていたからこそ、雅叙園最
後の開催となった今回の総会の大成功に繋がったと信じて
おります。あの日、会場を埋め尽くした皆さまの弾けるよ
うな笑顔を拝見し、一年間の不安と疲れは一瞬で吹き飛び、
喜びと感謝の気持ちで満ち溢れました。筑紫丘の友は宝も
のです。素晴らしい学校で学ばせていただいたとしみじみ
思います。 
　さぁ、今年秋はいよいよ品川へ場所を移しての開催です。
高41回生の皆さんと共に、温かい筑紫丘の時間をまたご一
緒に過ごしましょう！

首都圏同窓会代表 
渡辺　伸也 
(高24回生)

幹事学年代表 
小林　真紀子 
(高40回生)

～総会に欠席された首都圏在住者の皆様へ　年会費納入のお願い～ 
年会費：2000円(4月～翌3月の1会計年度分)    口座名義：福岡県立筑紫丘高校首都圏同窓会　　金融機関：ゆうちょ銀行　　記号・番号：00110-2-420118 
他銀行からの「ゆうちょ銀行」への振込口座　支店名：0一九支店（ゼロイチキュウ) 　口座：当座預金 0420118  ※振込の際は卒業回生または卒業年を入力してください。詳しくは首都圏同窓会ホームページ、またはメールにお問い合わせください。　　　
首都圏同窓会ホームページ http://www.gaoka-shutoken.net   問い合わせメール  gaoka.tokyo.event@gmail.com 
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2021年度首都圏同窓会 定期総会・懇親会 43→44 回への襷渡しにより開幕

首都圏同窓会代表 渡辺 伸也 ( 高 24 回生 )

実行委員長
林 慎一郎
( 高 44 回生 )

　筑紫丘高等学校首都圏同窓会の皆様、日本を含む世界が新型コロナ感染症というパンデミックに翻弄され続ける
中で令和 4年となりましたが、いかがお過ごしでしょうか。
　私共首都圏同窓会は 2 年続きのコロナ禍の中、従来の活動を中止あるいはオンラインによる対応を余儀なくされ
ました。そのような中、 昨年 11 月の総会・懇親会は、貸会議室でのリアル参加 +オンラインでの参加というハイ
ブリッド形式で開催する事が出来ました。当番幹事学年の 44 回生にとっては先例のない挑戦でありましたが、何と
しても2年連続の中止という事態は避けたいという強い熱意によって開催にこぎつけました。会場では飲食の提供
なし、かつ会話を控えていただくという制約下で参加した皆さんにいかに楽しんでいただくかが最大の課題でした。
結果として、例えば懇親会で流された動画は、母校や故郷福岡の知られざる過去と現在のトリビアを、独自の視点で
丹念に取材し映像化したもので、参加した皆さんは画面に見入っていました。当番幹事の皆さんの一年間にわたる
企画力と想像力そしてチームワークを結集した素晴らしい懇親会となりました。また、オンライン参加者は、首都圏の
同窓生はもとより全国各地そして海外からの参加者もあり、会場参加者とオンライン参加者は合計約 500 名と過去の
総会に引けを取らないものとなりました。 改めて当番幹事学年 44 回生の皆さんに深く感謝申し上げます。又、福岡

よりご参加頂きました原田同窓会会長、深瀬校長先生を始めとする多数の来賓および参加者の皆様に改めて厚く御礼
申し上げます。
　新型コロナ感染拡大による社会常識や活動への影響は想像を超えたものであり、 良きにしろ悪しきにしろ我々の
思考と行動様式に大きな変化をもたらしました。我々同窓会もこのような流れに逆らうことなく、従来のリアルな
同窓会活動とオンラインによる交流のベストミックスを目指して行きたいと思います。これからも同窓生間の交流の
ツールは益々多様化して行くものと思いますが、首都圏同窓会の理念は変わる事無く、 今後とも将来を担う次世代、
次々世代の後輩達を積極的に応援していくと同時に、先輩・後輩間の親密な交流を促進していきます。首都圏同窓会
は首都圏在住の筑紫丘高校卒業生の交流の場です。ガオカ卒業生ならではの話題で盛り上がり、先輩・後輩として
本音で就職や仕事の相談をしたり、仕事や趣味での思わぬ出会いがあったり、友達の友達という輪が広がったりと
お金では買えない宝物が沢山埋まっている場であります。これまで首都圏同窓会と関わりが少なかった皆様、どうぞ
お気軽に同級生や学年幹事の方を通じて首都圏同窓会のドアをたたいてください。首都圏同窓会はいつでも皆様の
ご参加をお待ちしております。

～首都圏在住の皆様へ寄付のお願い～
例年お支払いをお願いしております、年会費 (4 月 ~ 翌 3 月の 1 会計年度分 ) については、2021年度分 (2021年4 月 ~ 翌 3 月

の 1 会計年度分 ) については、同窓会活動が縮小していることもあり、いただかないことといたしました。しかしながら、

同窓会活動の本格的再開に向けて、寄付をいただける方は、任意の金額でかまいませんので、お願いできれば幸いです。

金融機関：ゆうちょ銀行
記号・番号：00110-2-420118

口座名義：福岡県立筑紫丘高校首都圏同窓会

※ 振 込 の 際 は 卒 業 回 生 ま た は 卒 業 年 を 入 力 し て く だ さ い 。ご 不 明 点 が ご ざ い ま し た ら 、 以 下 の メ ー ル ア ド レ ス ま で お 問 い 合 わ せ く だ さ い 。
問い合わせメール： info.gaokatokyo@gmail.com

他 銀行からの 「ゆうちょ銀行」 への振込の場合　店名： ○一九 (ゼロイチキュウ) 店
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 口座: 当座預金 0420118

　2021 年の首都圏同窓会定期総会・懇親会は、数多くのチャレンジを経て実現しました。
　我々 44 回生が当番幹事として最初に直面したのは、コロナ禍における同窓会の在り方や開催意義に
ついて考えることでした。
　まず、同窓会という「機会」、言い換えれば「時間や想いを共有する」という事に意義を見出し、どの
ような形であっても同窓会を開催するという目標を定めました。そのうえで従来型の宴席形式から完全
オンライン形式まで、複数のプランのメリットやデメリットを比較検討しました。
　最終的には、同窓会初となる会場とオンラインのハイブリッド形式での開催となり、
当日は海外在住の方を含め、500 名を超える同窓生の皆様と「時間や想いを共有する」事が
出来ました。改めてご参加者頂いた皆様とご協力頂いた皆様に、御礼申し上げます。
　振り返ると、我々の当番幹事活動は、筑高生の伝統や絆などを「まもり」、
困難な状況下であっても諦めずに同窓会開催の道を「ひらき」、今後の同窓会に
新たな選択肢を「つくる」、まさに校歌に謳われる「守護」「開拓」「創造」の
共有と実現の期間だったように感じています。
　卒業後 30 年を経てもなお筑高魂を忘れず、様々な困難を共に乗り越えた
同級生には感謝と尊敬の気持ちでいっぱいです。今後は、今回参加が叶わな
かった 44 回生も含め、絆をさらに拡げ深めていければと思います。
　最後になりますが、2022 年度首都圏同窓会の盛会を心から
お祈りするとともに、当番幹事45 回生の皆様の絆がより一層
強くなることを願っております。

※写真の一部は、撮影時のみマスクを外していただいています。



首都圏同窓会2017年活動報告 
　首都圏同窓会は、2月の就活を応援する会(福岡県人会主催・写真A)を皮切りに、2017年度も筑
紫丘高校卒業生を支援する活動を幅広く行いました。 
・就活を応援する会を3月4日(土)に開催し、参加した就活生13名を対象に人事の視点からわかりや
すく具体的な経験談を披露。温かい雰囲気の中、具体的な個別の質疑応答の時間もあり大変好評な
会となりました。（写真B） 
・新人歓迎会を5月20日(土)に開催し、新大学生になった7名の皆さんを国会議事堂等へご案内しま
した。その後ランチ会へ場所を移し、秋の総会の案内や首都圏同窓会の意義を説明し、新人の皆さ
んとの親睦を深めました。（写真C） 
・TOKYO HILLS(主催＝学生部会)を7月1日(土)に渋谷で開催。昨年より若干参加者数が減少したも
ののクイズ大会あり抽選会ありの楽しいひと時を過ごしました。森田先輩もお見えになり大学生時
代の貴重なお話をご披露いただきました。(写真D） 
・現役学生を迎える東京研修が8月2日(水)に両国で開催され、首都圏同窓会は130名強の現役高校
2年生に向け、首都圏への進学や就職についてなどを小グループで 
意見交換する懇談会を催しました。後半には森田先輩にも駆けつけて頂き、東京での大学生活につ
いてユーモアを交えたアドバイスを送って頂きました。（写真E） 
・アンダー40回生の会を9月2日(土)に高田馬場BIGBOXで開催。アンダーの会では初の試みとなる
ボウリング大会に100名を超える卒業生が参加し、熱戦が繰り広げられました。その後の懇親会で
は、総会の案内やボウリング大会の入賞者発表など、世代を超えて大いに盛り上がり、旧交を温め
ました。（写真F） 
　2018年度も引き続き卒業生を支援する活動を行なって参ります。大学生、社会人の皆様共にぜ
ひ積極的に活動にご参加いただき、広くご支援ご協力を賜りますようお願い申し上げます。

　記念すべき90周年の総会の大成功、今でもすぐに感動が蘇ります。40回生の皆様はもちろ
ん、諸先輩方が今まで時間をかけて積み上げられてきた努力の賜物だと思います。そして、
今度は41回生が実行委員の襷を預かりました。皆様の思いが沢山詰まった襷、しっかりと次
の世代につないで参ります。これからは100周年に向けた新しい10年がスタートします。そ
の記念すべき100周年に向け、同窓会を通じて、同期との横の絆をさらに強いものにし、同
時に先輩・後輩の皆様との縦の絆も深めて頂ければと願っております。そういった41回生の
思いから、2018年のテーマは「つむぐ」にいたしました。皆さん、これから一緒に気持ち
をつむぎ、夢をつむぎ、時代をつむいでいきましょう！ 

今年の首都圏同窓会・総会は、11月17日(土)にTKP
ガーデンシティ品川で開催！

～幹事学年　副幹事よりひと言～ 

　仕事、家族事そして同窓会と3つの大きな案件に期せずして同時に立ち向かうことになっ
た2017年11月。支えてくれた多くの同期、先輩、後輩の皆さんには感謝してもしきれませ
ん。改めてありがとうございました。同窓会の幹事側になり、ずっと考えていたのが全体の
最大公約数、すなわち、どうすれば「皆」に満足してもらえるのか、ということでした。福
岡ではない東京(首都圏)という場所、高校を卒業したばかりの若い世代から上の世代までが
参加する会であること、参加したくとも参加できない人もいるかもしれない、会に来る人た
ちの目的は何だろうか、来てよかったと思ってもらえる同窓会とはどんな同窓会なのか、ま
た来たいと思ってもらえるためには何をすれば良いのか、等々。同期との何度もの議論を経
て出た答えが今回の総会です。楽しんで頂けましたでしょうか？ でも私たちの中では2018
年の今年の同窓会総会に、私たちが幹事をした総会に対する皆様の評価が出ると思っており
ます。今回の総会にご満足いただいた方は、次の総会にも絶対に来ていただけるのではない
かと。そしてそれが、私たちが先輩から受け継ぎ後輩に渡す襷です。今年の総会で皆さまに
またお会いできることを楽しみにしております！ 

高40回副幹事　瀬尾　康二 

　90周年という節目の年に総会来場者が700人と過去最大となりました。様々な映像コンテ
ンツ、筑高通りもんをはじめとした物販など我々40回生が皆様を「おかえり」の想いでお迎
えいたしました今回の総会はいかがでしたでしょうか。来場された皆様も同期、部活含めた
様々な繫がりが新たに生まれ、がおかという繋がりの強さを改めて認識されたのではないか
と思います。会場で流れた今までの10年の振り返り、そしてこれからの10年に向けて、さら
なる同窓会の盛会を40回生一同、今後も微力ながらお手伝いさせていただければと思ってお
ります。最後に、いろいろ不手際等もありましたがご来場されました皆様にこの場を借りて
厚く御礼申し上げます。 

　　高40回副幹事　井上　俊一

平成30年度 
幹事学年代表 
上野　桂治 
(高41回生)

　昨秋11月11日(土)目黒雅叙園で開催された平成29年度首都圏同窓会・総会は過去最多
人数となる700名が参加し、世代を超えて大いに交流を深めた。今回は、筑紫丘高校創立
90周年という大きな節目の年の開催、また7年間に渡り会場となった目黒雅叙園での最後
の総会ということもあり、多くの来賓の方々をお迎えし、世界各地で活躍するOB・OGの
活躍紹介や、首都圏同窓会この10年を振り返るビデオの上映など、内容は多岐に渡った。

り切れ続出。筑紫丘高校首都圏同窓会の更なる発展と次回総会での再会を願い、大盛況の
うちに終了した。

総会、夢の大台700名達成！ありがとうございました!!　

↓F

↑A ↓B←C

←D

←E

同窓会初のハイブリッド開催 ! 参加者は国内外から 500名超に!!

　会場・ネット越しともに“同じ空間で”ガオカ愛を感じて・楽しんで
いただきたいという想いの元、様々な企画を練りました。その中でも、
昨今の状況下だからこそのチャレンジが 2つあります。
　1つ目は、人生の節目となるお祝いの重要性を再認識。賀寿・新卒生
のご紹介を 2020 年の対象者と合わせて 2 年分実施させていただき
ました。また、例年行っていなかった新成人についても、2021 年に
成人式に参加できなかった方がいらっしゃることを想定してご紹介。
対象学年幹事の方々にはお力添えいただき、参加者 500 名の心に残る
セレモニーとなりました。
　2つ目は、ガオカOBOGのビデオショートメッセージ。コロナ禍でも
頑張る同窓生へのエールや近況報告などを皆様から募集。国内・海外
からバラエティに富んだメッセージをいただき、それぞれのガオカ愛
アピールあり、笑いあり、そして何より鼓舞されたことと思います。
　この度は、新しいカタチの定期総会・懇親会を皆様と創り上げる
ことができましたこと、心より感謝申し上げます。

　ガオカを卒業してちょうど 30 年、まさか同級生同士で、し かも
福岡ではなく東京で、このようなイベントを一緒に作り上げること
になるとは夢にも思っていませんでした。
　初めてのハイブリッド開催、44回生にオンラインイベントのプロ
は不在、動画編集もしたことがない、司会は素人、コロナ対応も
経験なし、リハーサルも当日午前中しかできない、総会当日まで
全員で集まったことがない、潤沢な予算もない、と何もかもがな
いない尽くしでしたが、日を重ね、徐々に形が出来上がっていく
なかで、「このメンバーなら何とかなる！」と頼もしく思いました。
　当番学年としての役目は 45 回生に引き継いだところで終わりと
なりますが、あらためて、同級生の良さ、ガオカの良さを実感する
ことができた貴重な機会となりました。総会・懇親会終了後の44 回
生のやりきったという顔、ご参加いただいた皆様の笑顔、すべてが
忘れられない思い出となりました。おかげで今後しばらくは、みんな
で集まった時の酒のつまみに事欠かなそうです。

　オンラインにて 2021 年 12 月 11 日に開催。
全国だけでなく海外からも参加の学生 11 名を対象
に、人事の視点からの経験談に基づくアドバイスや
就活生個々人の具体的な質問・悩みに寄り添う個別
相談などを行い、会後の学生アンケートでも非常に
満足度の高い会となりました 。

〈就活を応援する会〉

　2020 年度は唯一、就職活
動を意識した学生を支援する
会を12月19日に開催。
　初のオンライン開催で、学
生は全国の大学 1 年生～博士
課程 39 名、社会人は全国だけ
でなく海外も含めて 48 名の
過去最多 87 名の参加。人事
の視点および採用の現場からの
インタラクティブな講演、本会
過去参加者や内定獲得した OG 
による就活経験談、個別相談等、
オンラインでもガオカならではの繋がりを活かした熱量高い会となりました。

首都圏同窓会では、卒業生の皆さんが元気に活躍できるよう支援活動を行っております。
「ガオカの卒業生で良かった! !」と実感できる活動を 2022 年も引き続き行って参りたいと
思っておりますので、皆様ぜひ積極的に活動に参加いただき同窓の絆を繋げていきましょう。

　2021 年 11 月 27 日 ( 土 ) に 2 年振りとなる定期総会・懇親会が開催された。感染対策を考慮して
会場参加は約 150名に限定、オンライン参加は人数制限なしのハイブリッド形式とした。会場で飲食が
なくても、単独オンライン参加でも、十分楽しめるものにしたいとの思いで企画・進行・配信などの準備を
入念に進めた。当日は、全国各地、更に海外からの 20 余名を含め 587 名の皆様と「ガオカ愛」を感じ、
共有できる機会となった。定番の賀寿のお祝いや新企画の映像コンテンツ等を盛り込み、新しい同窓会の
カタチ、可能性を提案しつつ 45 回生へと襷をつないだ。たくさんの、参加してよかった、ありがとうの
言葉に、改めて、多くの同級生と共に当番幹事活動に関われたことを心から感謝している。

副実行委員長 後藤 亜世 副実行委員長 山﨑 誠司
 ( 高 44 回生 )  ( 高 44 回生 )

首都圏同窓会 2020年度・2021年度活動報告

〈就活を応援する会〉

　２０２１年６月２６日２年ぶりに学年幹事会を開催。
　高１２回生から７０回生まで、４９名の参加で、決算
の報告、秋の首都圏総会の概要の説明、各学年の活動
報告等行いました。
　恒例の懇親会は開催できませんでしたが、中身の濃い
情報交換の場となりました。

〈学年幹事会〉

【2020年度】

【2021年度】

2022年度 実行委員長
 樋口 和貴
( 高 45 回生 )

皆様のご参加を
　お待ちしています！

　44 回生の皆さん、困難な状況にもかかわらず、筑高生が集まる場を提供していただき、本当にありがとうございます。
また、残念ながら総会が中止となってしまった 43 回生の皆さんも、本当にお疲れ様でした。今年の総会・懇親会は
初のハイブリッド開催でしたが、緊急時のつなぎではない、完成度の高い運用事例を示していただきました。また、
運用の完成度が高いだけではなく、43 回生から 44 回生への襷渡しで始まるなど、コンテンツの全てが暖かく、会場が
一体になって楽しめるものを作りあげていただきました。やっぱり、ガオカの先輩すごい !
と痛感しております。45 回生は 44 回生の先輩が示していただいた『新しい総会の形 =ハイ
ブリッド開催』に、世界中の筑高生が集まる場となる可能性を感じており、2022 年も同じ
形にチャレンジいたします。後輩が『あんな総会なら自分たちもやってみたい』と思えるような、
楽しい会にできるよう尽力いたします !

　今年の首都圏同窓会定期総会・懇親会は 11 月に会場&配信のハイブリッド開催です!

※皆でガオカの “G” ポーズをしています


